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事務事業進捗報告シート

1 ~ 6

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
各種広報活動（HP、SNS、マスメディア等）を積極的に実施した結果、ボランティアの人数は
目標達成できた。認知度については、特に若年層への浸透が課題であり、手法等を検証すること
はもちろんだが、ターゲットを明確にした広報についても、研究していく必要がある。

成果目標達成に向けた対応策等

・マスメディア、サイネージ等を活用し、引き続き効果的な情報発信を行う。また、リハーサル大会のＰＲも積極的に行い、認知度向
　上とともに、本大会に向けて関心を持ってもらうことも意識する。
・ボランティアに関しては、県や庁内他部署とも連携しながら、引き続き効果的な募集を行う。
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ボランティア（広報・市民運動、競技会運営）の人数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

佐賀県内の国スポ・全障スポ認知度 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

54.8
65 75 85 95

うち佐賀市の
負担額

22,637 33,599 101,840

　　事業総額 22,637 36,959 111,963

・諸会議の開催（総会、常任委員会、総務企画・競技式典・宿泊衛生・輸送交通各専門委員会、実施本部会議）
・いちご一会とちぎ国体本大会及びリハーサル大会の視察
・競技間共有を含む仮設物配置計画や、選手、観客等のゾーニングと動線計画等を策定する実施設計の実施
・広報・市民運動ボランティアについては、研修会を経て、イベント等でのＰＲ活動を実施し、また、競技会運営ボ
　ランティアについては、令和5年3月から募集を開始した。

令和4年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 競技関係者（選手、役員等）、市外からの観客、市民

年度

担当部署・係名 国スポ・全障スポ総務課　総務企画係 担当課⾧名 　久富　和彦

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和5年度

事務事業名 国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会推進事業 費 事業期間 令和 令和

基本事業 競技スポーツの推進

事業概要・目的
2024年（令和6年）に佐賀県で開催される国民スポーツ大会及び全国障害者スポーツ大会において、本市で
開催する競技会の円滑な運営、また、大会全体の成功に向けて必要な事務及び事業を行う。
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